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3 月 23 日午後 3 時から、武田社長による定例記者会見が、放送センター20 階     

役員大会議室で開かれました｡概要は以下のとおりです。 

 

＜役員新体制＞ 

今月 10 日の取締役会で 4 月 1 日からの新しい役員体制を決め発表した。私がテレビと

ホールディングス、両社の社長を務める。新たに 3 名の取締役を選任することで必要な

改革を進めるとともに、上向いている視聴率のさらなるアップを図っていきたいと考えて

いる。 

 

＜編成関連＞ 

下期これまでの視聴率は全日 5 位、G 帯 4 位、P 帯 3 位の状況。GP 帯は対前年同期

比で数字を伸ばすことができ、15 年度は P 帯で 200６年度の P 帯 2 位以来、9 年ぶりの

3 位以上の可能性が高まった。最後まで気を抜かないで、来年度につなげていきたいと

考えている。春の改編は、前回申し上げたように弱点である月曜と日曜の GP 帯改革、

報道強化、ファミリーターゲットへの訴求という意味でアニメ番組を久しぶりに土曜日の

朝に新設するという 3 つのポイントに絞った。ドラマでは、日曜劇場『99.9』で松本潤さん

が弁護士役を演じるなど、大変期待の持てる番組が出揃ったと考えている。 

今週土曜日は「北海道新幹線」が開業する。その話題に関連してお話をひとつさせてい

ただきたい。JNN系列の北海道放送、青森テレビ、IBC岩手放送、東北放送とTBSが協

力して、1 月より毎週日曜の昼に新幹線エリアを旅する『タビノバ』という番組を放送して

きた。この番組は JR 北海道と JR 東日本が初めて共同提供した番組となり、JNN 系列で

番組を放送できたことは意義が大きいと思う。 

また、在京 5 社で始めたＴＶer は昨年 10 月 26 日のサービス開始以来、アプリの累計が

200 万 DL を突破した。当初の目標の 50 万 DL の 4 倍強になる。3 月 1 日には｢デジタ

ル・コンテンツ・オブ・ジ・イヤー’15/第 21 回 AMD アワード｣の年間コンテンツ賞｢優秀

賞｣を受賞し、まさに「TVer」はテレビとインターネットの垣根を越え、今後のデジタルコン

テンツ流通の可能性を広げたと評価されたと思っている。 

 

＜営業関連＞2015 年度の業績見込み 

ネットタイムについては、上期に8月の「世界陸上北京大会」、下期に11月の「世界野球

プレミア 12」が売上に寄与した。年末年始セールスも前年実績を上回った。しかしながら、

「ワールドカップサッカー ブラジル大会」「アジア大会」などがあった 2014 年度通期実

績にはわずかに及ばない見込みだ。ローカルタイムについては、上期は単発セールス

が好調で前年実績を上回った。下期もレギュラーセールス、単発セールスが堅調で、 

通期でも前年実績を上回る見込み。スポットについては、下期になって東京地区の投下

武田社長定例記者会見概要 



量が増え、TBS でも下期は前年実績をわずかに上回る見込みだが、通期では前年比

99％程度となる見通し。 

 

 

＜事業関連＞ 

日本とイタリアの国交樹立 150 周年を記念して「メディチ家の至宝～ルネサンスのジュエ

リーと名画展」を東京都庭園美術館で 4 月 22 日から開催する。これは、メディチ家の  

コレクションを紹介する日本で最大級の展覧会で一族を華々しく彩ったルネサンス・  

ジュエリーなどの宝物を一堂に展示する。 

フィギュアスケートでは、世界のスターたちが集う世界最高峰のアイスショー「木下グル

ーププレゼンツ スターズ・オン・アイス 2016」を 4 月に開催する。このショーは、今年で

30 周年となり、北米大陸を中心に数多くの都市での公演総回数は、じつに 1500 回を超

える実績を誇る。地上波や CS での放送も予定している。 

赤坂サカスでは、「できた！がいっぱい ママサカス 2016」と題して、親子で楽しめる

TBS 春の大イベントを 4 月 3 日まで開催する。オープニングでは、魔裟斗、矢沢心夫妻

が登場するなど、3 月 18～21 日の 4 日間で昨年を上回る約 11 万 6000 人が来場、スポ

ンサー協賛も昨年を上回った。 

 

＜ラジオ関連＞ TBS R&C 入江社長 

先週、2 月の首都圏ラジオ個人聴取率調査の結果が発表されたが、TBS ラジオは週  

平均で 1.3％（前回比 0.1％UP）を獲得し、14 年 8 ヶ月連続での No.1 を維持した。30 年

続いた『大沢悠里のゆうゆうワイド』の終了が伝えられ、リスナーからの注目が高まってい

た中での調査だったこともあり、圧倒的な数字を記録した『ゆうゆうワイド』をはじめ、主要

ワイド番組がそれぞれ健闘した。また、大きくジャンプアップした前回からの反動減を 

心配していたラジオ全体の S.I.U も、前回同様の 6.5％をキープ。ワイド FM 開始後、   

2 回連続での高 S.I.U に一定の手応えを感じている。 

4 月編成について。『ゆうゆうワイド』の後枠には『伊集院光とらじおと』(月～木、8:30～

11:00)、『有馬隼人とらじおと山瀬まみと』(金、8:30～11:00)、『ジェーン・スー 生活は踊

る』(11:00～13:00、月～金)の 3 番組を編成。土曜・日曜を含めて改編率は 29.4％。  

30 年ぶりの大きな改編となる。このところ終了番組ばかりが話題になるラジオだが、新番

組が話題になることこそ、ラジオの未来に繋がると思っているので、これらの番組紹介を

よろしくお願いしたい。 

最後に、株式会社 TBS ラジオ＆コミュニケーションズは、会社創立から 16 年が経ち、 

第 2 の開局とも言えるワイド FM がスタートしたこのタイミングで、商号を｢株式会社 TBS

ラジオ｣と改める(変更日：4 月 1 日)。 

以上 


